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次

は
じ
め
に

達
成
院
本
頬
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
と
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
と
の
比
較

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
の
性
格

結
び
に
代
え
て
　
－
　
蓮
成
院
本
頬
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
の
活
用
　
－

一
、
は
じ
め
に

改
編
本
類
衆
名
義
抄
の
伝
本
と
し
て
、
現
在
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
、
蓮
成
院
本
、
西
念
寺
本
の
四
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、

（1）

こ
の
内
の
達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
（
鎖
国
守
国
神
社
蔵
「
三
宝
類
衆
名
義
抄
」
）
の
本
文
中
に
存
す
る
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
、
そ
の
素
姓
や

性
格
を
、
他
の
改
編
本
と
の
比
較
に
基
づ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
改
編
本
類
衆
名
義
抄
諸
本
の
系
統
関
係
に
つ
い
て
は
、
夙
に
岡
田
希
雄
氏
の
研
究
が
あ
る
。
氏
は
、
蓮
成
院
本
を
観
智
院
本
と
比
較

さ
れ
た
結
果
、
前
者
の
方
が
標
出
字
、
注
文
（
和
訓
を
含
む
）
が
多
く
、
標
出
字
の
排
列
も
前
者
の
方
が
妥
当
な
場
合
が
多
い
等
と
の
判
断
か

（2）

ら
、
蓮
成
院
本
を
観
智
院
本
よ
り
も
後
出
の
も
の
と
さ
れ
た
。
氏
は
ま
た
、
高
山
寺
本
は
観
智
院
本
よ
り
も
前
出
、
西
念
寺
本
は
観
智
院
本

（3、

よ
り
も
後
出
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
川
瀬
一
馬
氏
は
、
観
智
院
本
と
蓮
成
院
本
と
は
父
子
関
係
で
は
な
く
兄
弟
関
係
で
あ
ろ
う
と
さ

れ
、
西
念
寺
本
に
つ
い
て
は
岡
田
氏
の
見
解
と
ほ
ぼ
同
様
な
が
ら
、
高
山
寺
本
に
つ
い
て
は
他
の
三
本
と
は
大
き
く
別
系
の
本
で
あ
る
と
さ



（4）れ
た
。
ま
た
、
渡
連
賓
氏
は
、
岡
田
氏
の
蓮
成
院
本
に
対
す
る
見
解
に
つ
い
て
再
検
討
さ
れ
、
蓮
成
院
本
の
本
文
の
方
が
寧
ろ
観
智
院
本
よ

（5）

り
も
古
態
で
は
な
い
か
と
さ
れ
た
。
氏
は
ま
た
、
分
冊
方
式
か
ら
、
高
山
寺
本
と
西
念
寺
本
・
観
智
院
本
と
を
大
き
く
別
系
と
考
え
ら
れ
、

（6）

蓮
成
院
本
は
そ
の
両
系
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
し
て
両
系
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
犬
飼
守
薫
氏
は
、
和
訓
等
に
附
さ
れ
た

合
点
と
熟
字
の
登
載
状
況
と
か
ら
、
蓮
成
院
本
1
高
山
寺
本
1
観
智
院
本
・
西
念
寺
本
の
順
に
成
立
し
た
と
さ
れ
、
蓮
成
院
本
と
高
山
寺
本

（7）

と
の
関
係
づ
け
が
そ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
異
な
る
見
解
を
提
出
さ
れ
た
。
草
川
昇
氏
も
、
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
、
達
成
院
本
の
三
本
に
つ

（8）

い
て
、
標
出
字
、
和
訓
の
統
計
的
な
比
較
を
さ
れ
、
こ
の
三
本
の
系
統
関
係
に
つ
い
て
、
犬
飼
氏
と
ほ
ぼ
同
様
の
見
解
を
示
さ
れ
た
。
筆
者

も
ま
た
、
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
登
載
状
況
か
ら
、
少
く
と
も
和
訓
に
つ
い
て
は
、
蓮
成
院
本
は
他
の
三
本
よ
り
も
古
い
本
文
を

（9）

伝
え
て
い
る
と
考
え
た
。
ま
た
筆
者
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
蓮
成
院
本
に
お
い
て
、
僧
帖
の
「
又
・
支
・
受
」
の
連
続
す
る
三
部
首
（
但
し
「
又
」
（10）

部
の
冒
頭
一
貫
を
除
く
）
は
、
他
の
部
分
と
は
本
文
の
素
姓
が
異
な
り
、
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

以
上
の
先
行
研
究
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
蓮
成
院
本
の
本
文
や
そ
の
成
立
に
は
、
少
か
ら
ず
問
題
点
を
含
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
蓮
成
院
本
に
は
、
更
に
、
全
帖
に
亘
っ
て
多
量
の
「
イ
」
本
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

①
磯
節
脅
（
備
二
オ
）
　
②
傭
描
鵜
：
毛
（
悌
二
ウ
）
　
③
迫
摘
頑
丁
（
悌
豆

の
如
く
で
あ
り
、
標
出
字
の
字
体
の
相
違
や
注
文
中
の
文
字
の
相
違
、
和
訓
の
有
無
、
対
応
す
る
和
訓
に
お
け
る
相
違
な
ど
、
多
岐
に
亘
っ

て
い
る
。
こ
の
「
イ
」
本
注
記
が
ど
の
よ
う
な
素
姓
の
も
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
の
か
と
い
う
事
が
、
蓮
成
院
本
の
本
文

に
関
す
る
一
間
題
と
し
て
、
更
に
注
目
さ
れ
る
所
で
あ
る
。

こ
の
達
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
は
、
既
に
、
武
市
真
弘
氏
が
、
「
鎖
国
守
国
神
社
本
に
は
傍
書
例
に
つ
い
て
か
な
り
の
数
の
「
イ

（
異
本
）
」
の
注
記
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
、
次
の
も
の
は
そ
れ
が
高
山
寺
本
を
指
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
例
で
あ
る
。
」

（11）

と
述
べ
ら
れ
た
上
で
、
上
掲
③
を
含
む
4
例
を
示
し
て
お
ら
れ
る
。
武
市
氏
は
更
に
、
和
訓
に
傍
書
さ
れ
た
「
イ
」
本
注
記
の
或
る
例
を
基

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
一
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に
、
「
即
ち
「
蓮
」
本
が
対
校
に
用
い
た
異
本
は
（
中
略
）
現
存
高
山
寺
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
猶
「
イ
」

（12）

注
記
を
も
つ
他
の
多
く
の
例
と
の
比
較
対
照
の
用
意
を
整
え
て
更
に
改
め
て
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
」
と
も
述
べ
ら
れ
た
。

一
方
筆
者
は
、
達
成
院
本
の
僧
帖
「
又
・
支
・
受
」
部
（
「
又
」
部
一
貢
目
を
除
く
）
が
高
山
寺
本
系
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
際
、
併
せ
て
、
こ
の
部
分
に
は
「
イ
」
本
注
記
が
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
、
そ
の
事
と
、
「
イ
」
本
注
記
が
高
山
寺
本
と
同
系

（13）

の
本
に
拠
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
と
に
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。

右
の
内
、
武
市
民
が
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
首
肯

す
る
所
で
あ
る
が
、
現
存
の
高
山
寺
本
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
と
さ
れ
た
例
や
他
の
諸
例
を
検
ず
る

に
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
武
市
民
の
御
指
摘
は
、
達
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
の
中
で
も
、
主
に
、
対
応
す
る
和
訓

に
お
け
る
相
違
を
傍
書
形
式
で
注
し
た
例
の
、
し
か
も
僅
か
な
抜
粋
例
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
い
る
点
に
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
従
っ
て
、
氏
も
後
者
の
御
論
考
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
如
く
、
更
に
多
く
の
例
の
比
較
対
照
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
更
に
は
蓮
成
院
本
の

「
イ
」
本
注
記
の
性
格
に
つ
い
て
の
考
察
を
も
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
筆
者
は
、
対
応
す
る
和
訓
に
お
け
る
相
違
を
注
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
和
訓
自
体
の
有
無
を
注
す
る
も
の
、
標
出
字
、
音
注
、

（14）　　　　　（15）

義
注
等
の
和
訓
以
外
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
注
す
る
も
の
な
ど
、
達
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
の
全
般
に
亘
っ
て
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本

（16）

と
の
比
較
検
証
を
行
っ
た
。
以
下
の
第
二
節
で
は
、
そ
の
比
較
の
主
要
な
点
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
午
「
イ
」
本
注
記
が
高
山
寺
本
系
の
本
に

拠
っ
て
い
る
こ
と
の
検
証
と
、
そ
の
本
が
本
当
に
現
存
高
山
寺
本
で
あ
る
の
か
否
か
の
再
検
討
と
を
行
う
。
更
に
第
三
節
で
は
、
第
二
節
の

検
討
を
踏
ま
え
て
、
「
イ
」
本
注
記
の
性
格
に
つ
い
て
考
究
を
行
う
。
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
趣
旨
も
含
ま
れ
る
。
高
山
寺
本
は
、
「
備
上
」

の
一
帖
（
入
部
～
田
部
）
が
現
存
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
帖
の
本
文
を
直
接
に
観
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
、
蓮

成
院
本
の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
を
も
っ
て
高
山
寺
本
の
現
存
し
な
い
帖
の
本
文
の
姿
を
知
り
得
る

と
い
う
可
能
性
も
生
れ
て
来
る
（
蓬
成
院
本
は
僧
帖
の
大
部
分
を
残
す
）
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
「
イ
」
本
注
記
が
ど
の
よ
う
な
態
度
で
施
さ



れ
、
ど
こ
ま
で
活
用
が
可
能
で
あ
る
の
か
を
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
第
四
節
で
は
、
結
び
に
代
え
て
、

「
イ
」
本
注
記
の
活
用
例
の
若
干
を
述
べ
た
い
。

二
、
蓬
成
院
本
類
賢
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
と
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
と
の
比
較

前
節
に
述
べ
た
趣
旨
に
従
い
、
こ
こ
で
は
先
ず
、
達
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
を
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
の
二
本
と
比
較
し
、
南
本
と

ど
の
よ
う
に
一
致
し
一
致
し
な
い
か
を
検
討
す
る
。
特
に
、
高
山
寺
本
と
ど
の
程
度
良
く
一
致
す
る
の
か
と
い
う
点
に
注
目
し
、
達
成
院
本

の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
検
証
を
行
い
、
更
に
、
そ
れ
が
果
し
て
現
存
高
山
寺
本
で
あ
る
の
か
否
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
際
、
上
述
の
如
く
高
山
寺
本
は
「
彿
上
」
の
一
帖
し
か
現
存
し
な
い
た
め
、
比
較
も
、
こ
の
部
分
に
限
定
し
て
行

（17）

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
に
は
、
冒
頭
に
も
触
れ
た
如
く
、
標
出
字
に
つ
い
て
施
さ
れ
た
も
の
、
和
訓
に
つ
い
て
施
さ
れ
た
も
の
、
注

文
に
つ
い
て
施
さ
れ
た
も
の
、
そ
の
内
容
も
、
文
字
の
相
違
を
注
し
た
も
の
、
記
事
の
有
無
を
注
し
た
も
の
等
、
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
の

中
で
、
「
イ
」
本
注
記
が
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
検
証
す
る
の
に
最
も
好
都
合
と
思
わ
れ
る
の
は
、
和
音
注

に
つ
い
て
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

和
音
注
は
、
類
衆
名
義
抄
の
音
注
の
中
で
も
特
に
「
禾
（
和
）
」
「
禾
エ
（
和
音
）
」
と
し
て
主
に
仮
名
書
で
掲
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
原

撰
本
（
図
書
寮
本
）
か
ら
既
に
存
し
（
原
撰
本
で
は
「
眞
至
と
す
る
も
の
を
含
む
）
、
多
く
の
増
補
と
改
変
が
加
え
ら
れ
た
上
で
、
観
智
院
本
等
、

（18）

改
編
本
に
取
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
改
編
本
諸
本
の
中
で
も
、
高
山
寺
本
の
み
は
、
そ
の
和
音
注
を
、
更
に
、
「
音
」
「
又
音
」
と

（19）

し
て
和
音
と
断
ら
な
い
音
注
に
変
え
る
か
、
或
い
は
全
く
削
除
し
て
し
ま
う
と
い
う
独
特
の
改
変
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
か
ら
、

蓮
成
院
本
の
和
音
注
に
附
さ
れ
た
「
イ
」
本
注
記
は
、
特
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
和
音
注
に
対
す
る
「
イ
」
本
注
記
は
、
後
に
掲
げ
る
特
殊
な
例
を
除
け
ば
、
次
の
3
例
の
み
で
あ
る
。
（
以
下
挙
例
に
当
っ
て
は
特
に
断

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
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ら
な
い
限
り
、
上
段
を
蓮
成
院
本
、
中
段
を
高
山
寺
本
、
下
段
を
観
智
院
本
と
す
る
。
ま
た
、
必
要
以
外
の
注
文
等
は
原
則
と
し
て
省
略
し
、
必
要
に
よ

っ
て
は
注
文
等
を
省
略
し
た
こ
と
を
…
で
示
す
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
標
出
字
は
原
則
と
し
て
模
写
し
、
和
訓
や
注
文
に
つ
い
て
も
「
イ
」
本
注
記
と
の

関
連
か
ら
字
句
の
一
部
を
模
写
す
る
場
合
が
あ
る
。
）

〔
達
成
院
本
〕

④
　
催
事
額

⑤
　
友
部

⑥
暴
顔
あ

（
傭
一
ウ
）

（
悌
二
〇
ウ
）

（
彿
六
五
オ
）

〔
高
山
寺
本
〕

佳
音
主
音
芽

尤
吾

暴
（
蒼
7
着
覆
し
）

（
三
ウ
）

（
四
十
五
オ
）

（
九
十
七
ウ
）

〔
観
智
院
本
〕

佳
木
星
グ
イ

走
か
グ

暴
木
質

（
悌
上
三
頁
）

（
備
上
八
四
頁
）

（
備
中
九
五
貢
）

④
は
、
「
イ
」
本
で
は
和
音
注
「
禾
ク
ヱ
」
の
「
禾
」
が
「
又
音
」
と
な
っ
て
い
る
う
え
、
「
ケ
イ
」
の
上
に
も
「
又
音
」
が
あ
る
旨
を
注
す

（
オ
）

る
も
の
と
見
ら
れ
、
⑤
も
、
「
禾
サ
」
の
「
禾
」
が
「
イ
」
本
で
は
「
音
」
と
あ
る
旨
の
注
記
と
見
ら
れ
る
。
⑥
は
、
「
禾
ホ
年
」
が
「
イ
」

本
に
は
存
し
な
い
旨
を
注
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
3
例
と
も
、
高
山
寺
本
の
独
特
の
和
音
注
の
状
況
に
一
致
し
て
い
て
観
智
院
本
に
は

一
致
せ
ず
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
が
、
高
山
寺
本
と
同
系
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
尤
も
、
和
音
注
そ
の
も
の
は
多
数
存

す
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
に
附
さ
れ
た
「
イ
」
本
注
記
は
右
の
如
く
例
が
極
め
て
少
く
、
一
々
は
注
せ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
次
節
で
考
察
す
る
。

右
の
他
、
和
音
性
に
関
す
る
「
イ
」
本
注
記
と
し
て
、
注
意
さ
れ
る
例
に
次
の
も
の
が
あ
る
。

⑦
各
逐
㍉
．
祭
針
左
タ
（
備
四
八
ウ
）

各
諸
表
㌢
（
「
書
L
昔
し
）
（
七
十
八
オ
）

革
再
圭
恥
十

（
備
中
五
八
頁
）



こ
れ
は
、
達
成
院
本
の
「
又
」
高
」
が
、
「
イ
」
本
の
和
音
注
「
又
音
ク
」
（
観
智
院
本
に
和
音
注
「
禾
ク
」
が
存
す
る
）
に
該
当
す
る
と
誤
認
さ

れ
て
、
「
高
」
に
対
し
て
「
ク
ィ
」
と
注
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
〓
カ
、
達
成
院
本
に
は
「
禾
タ
」
な
る
記
載
も
存
し
、
こ
ち
ら
の
方

が
元
来
和
音
注
「
禾
ク
」
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
「
ク
」
を
「
タ
」
に
誤
写
し
た
こ
と
に
よ
る
）
。
恐
ら
く
、
「
禾
タ
」
は
和
訓
の
；
と

（20）

誤
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
や
は
り
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
で
あ
る
こ
と
を
良
く
物
語
る
例
で
あ

る
。右
に
よ
り
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
蓮
成
院
本

の
「
イ
」
本
注
記
は
、
高
山
寺
本
と
比
較
を
行
っ
た
範
囲
内
に
全
部
で
減
例
存
す
る
の
に
対
し
て
、
そ
の
内
和
音
注
の
例
は
右
の
如
く
僅
か

で
あ
る
の
で
、
更
に
他
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
も
検
証
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
紙
幅
の
都
合
上
、
こ
こ
で
は
特
に
、
上
掲

②
の
よ
う
な
、
蓮
成
院
本
に
無
く
て
「
イ
」
本
に
は
存
す
る
和
訓
を
「
イ
」
と
し
て
掲
げ
る
例
に
つ
い
て
観
て
お
き
た
い
。

蓮
成
院
本
に
無
い
和
訓
を
「
イ
」
と
し
て
掲
げ
る
も
の
は
、
高
山
寺
本
と
比
較
し
た
範
囲
内
で
は
5
1
例
見
ら
れ
る
。
そ
の
「
イ
」
本
注
記

の
趣
旨
に
従
い
、
先
ず
、
こ
れ
ら
の
「
イ
」
本
の
和
訓
に
該
当
す
る
和
訓
が
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
に
有
る
か
無
い
か
の
み
に
よ
っ
て
分

類
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

A
、
高
山
寺
本
に
有
り
、
観
智
院
本
に
無
い
も
の
（
1
例
）

⑧
　
逆
…
：
退
叔
境
　
（
悌
一
〇
オ
）

玖
懐
㍑
ム
　
（
三
十
一
オ
）
首
途
ウ
ト
ム

（
備
上
五
七
頁
）

こ
の
例
で
は
、
蓮
成
院
本
は
「
形
」
の
下
に
「
－
」
（
「
迩
」
又
は
「
巨
が
当
る
）
を
脱
落
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

B
、
高
山
寺
本
に
無
く
、
観
智
院
本
に
有
る
も
の
（
ナ
シ
）

C
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
の
南
本
に
有
る
も
の
（
4
4
例
）

挙
例
は
後
に
行
う
（
C
．
～
G
の
⑨
～
⑩
）
。

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
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D
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
の
両
本
に
無
い
も
の
　
（
ナ
シ
）

E
、
特
殊
な
対
応
を
示
す
も
の
（
4
例
）

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
が
（
⑰
～
⑳
）
、
い
ず
れ
も
高
山
寺
本
に
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
内
の
1

例
（
⑳
）
は
、
観
智
院
本
に
も
一
致
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

F
、
判
断
が
困
難
な
も
の
　
（
2
例
）

三
本
の
対
応
関
係
が
複
雑
で
判
断
が
困
難
な
も
の
で
あ
る
。
挙
例
は
省
略
す
る
。

以
上
を
観
る
と
、
全
5
1
例
の
内
、
高
山
寺
本
に
存
す
る
も
の
は
A
C
E
の
計
4
9
例
と
殆
ど
を
占
め
て
い
る
上
に
、
高
山
寺
本
に
存
し
な
い

も
の
は
皆
無
で
あ
っ
て
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
で
あ
る
と
い
う
推
定
に
良
く
符
合
し
て
い
る
。
尤
も
、
観
智
院
本
に

存
す
る
も
の
も
C
の
4
4
例
、
E
の
内
の
1
例
の
計
4
5
例
存
し
て
お
り
、
右
の
整
理
で
は
、
高
山
寺
本
と
観
智
院
本
と
の
間
に
さ
ほ
ど
の
大
差

（21）

は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
次
に
、
C
の
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
の
両
本
に
有
る
も
の
4
4
例
に
つ
い
て
、
更
に
、
そ
の
語
形
ま
で
完
全
に
一

致
し
て
い
る
か
否
か
を
観
る
と
、
以
下
の
C
．
～
G
の
よ
う
に
な
る
。

C
l
、
高
山
寺
本
に
一
致
し
、
観
智
院
本
に
一
致
し
な
い
も
の
（
7
例
）

若
干
例
を
掲
げ
る
。

⑨
礪
イ
ハ
ラ
フ

⑩
委
ッ
ハ
じ
ラ
空
イ
0

⑮
峰
…
…
悠
昇
肇

（
彿
三
一
オ
）

（
備
三
二
オ
）

（
悌
二
ウ
）

埼
バ
ラ
7

番
ッ
ハ
ヒ
ラ
空

條
恩
7
品
亨
マ／
ノ

（
五
十
八
オ
）

（
六
十
オ
）

（
五
オ
）

礪
ネ
ハ
ヲ
7

黍
や
ヒ
ラ
空

條
各
牙
7
シ

（
備
中
二
〇
頁
）

（
備
中
二
三
頁
）

（
備
上
六
頁
）



右
の
内
⑫
は
、
「
イ
」
が
「
候
忽
霊
ご
の
全
体
を
指
す
も
の
と
見
ら
れ
る
が
、
和
訓
の
例
と
し
て
こ
こ
に
入
れ
た
。
こ
れ
ら
の
他
、
次

の
よ
う
な
例
も
存
す
る
。

逸
ホ
シ
リ
マ
、
う
　
（
悌
六
オ
）

逸
ホ
シ
l
＼
マ
、
ニ

（
二
十
七
オ
）

連
か
、
妄
三
　
（
彿
上
四
九
頁
）

こ
の
例
は
、
観
智
院
本
で
「
ホ
シ
キ
マ
＼
ニ
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
高
山
寺
本
で
は
「
ホ
シ
ー
マ
＼
こ
」
と
あ
り
、
「
1
（
キ
）
」
の
左
傍

に
一
種
の
見
消
符
と
見
ら
れ
る
短
線
「
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
達
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
は
、
こ
れ
を
「
ホ
シ
リ
マ
、
こ
」
な
る
奇

妙
な
和
訓
に
し
て
い
る
が
、
施
注
の
際
「
イ
」
本
の
「
上
を
「
リ
」
に
見
誤
っ
た
か
、
或
い
は
「
イ
」
本
で
は
「
リ
」
に
誤
写
さ
れ

て
い
た
か
、
．
さ
も
な
く
ば
「
イ
」
本
注
記
自
体
の
転
写
の
過
程
で
「
リ
」
に
誤
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
後
述
す
る
如
く
、
蓮
成

院
本
の
「
イ
」
本
注
記
は
そ
れ
自
体
、
蓮
成
院
本
の
転
写
に
伴
っ
て
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
。
従
っ
て
、
高
山
寺
本
に
一
致
す
る
例
に
準
じ

て
こ
こ
に
入
れ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
で
あ
る
こ
と
を
示
す
好
例
と
な
る
。

G
、
高
山
寺
本
に
一
致
せ
ず
、
観
智
院
本
に
一
致
す
る
も
の
（
ナ
シ
）

G
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
の
南
本
に
一
致
す
る
も
の
（
3
6
例
）

若
干
例
を
掲
げ
る
（
⑭
は
用
例
数
2
例
、
⑮
は
同
3
例
と
な
る
）
。

他
力
キ
ハ
7

着
が
シ
、
す
わ
萄

ノ
1連

鐙
カ
ナ
ツ
タ
＼
チ
1

（
悌
二
ウ
）

（
彿
二
ウ
）

カ
へ
板
4

（
彿
八
ウ
）

和
音
ハ
7

着
ホ
シ
、
す
カ
ナ

イ

（
四
ウ
）

（
四
ウ
）

達
連
パ
ル
カ
す
タ
、
ナ
言
ヘ
ル

（
二
十
九
ウ
）

伸
幸
ハ
ブ

（
彿
上
六
頁
）

伯
承
シ
＼
サ
掌
　
（
悌
上
六
貢
）

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て

ハ
ル
カ
ナ
り
′
タ
、
ナ
′
′
カ
ヘ
ル

（
彿
上
五
四
頁
）

二
三
七
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G
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
の
両
本
に
一
致
し
な
い
も
の
（
1
例
）

二
三
八

⑩
牽
…
…
目
撃
プ
7
　
（
竺
三
ウ
）

懐
絹
子
コ
フ

（
三
十
五
ウ
）

憧
窄
7
コ
フ

（
悌
上
六
六
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
語
形
の
一
致
、
不
一
致
の
点
で
は
、
高
山
寺
本
と
一
致
し
な
い
も
の
は
G
の
1
例
の
み
で
あ
り
、
観
智
院
本
に
一
致
し
な

い
も
の
が
C
I
G
の
8
例
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
や
は
り
高
山
寺
本
と
極
め
て
良
く
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

な
お
、
E
特
殊
な
対
応
を
示
す
も
の
と
し
て
説
明
を
保
留
し
て
お
い
た
4
例
に
つ
い
て
は
、
そ
の
1
例
を
掲
げ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑰
キ
拍
叛
　
　
（
傭
六
八
オ
）

凰
J
カ
、
ル
　
　
　
　
（
百
ウ
）

阜
カ
、
ル
　
　
（
備
中
一
〇
二
貫
）

こ
の
例
は
、
蓮
成
院
本
に
「
イ
」
本
と
し
て
「
カ
＼
ル
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
高
山
寺
本
に
は
果
し
て
「
カ
＼
ル
」
が
存
す

る
の
で
あ
る
が
、
一
方
観
智
院
本
に
は
、
高
山
寺
本
の
「
カ
、
ル
」
に
該
当
す
る
と
見
ら
れ
る
「
カ
＼
ル
」
が
あ
り
（
片
仮
名
「
＼
（
キ
）
」
と

踊
字
「
、
」
と
の
誤
写
が
関
わ
っ
て
い
よ
う
）
、
再
度
蓮
成
院
本
に
目
を
向
け
る
と
岡
本
に
も
原
本
文
と
し
て
既
に
「
カ
＼
ル
」
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
訳
で
、
「
カ
＼
ル
ィ
」
に
該
当
す
る
和
訓
が
観
智
院
本
に
存
し
な
い
と
は
単
純
に
は
言
い
難
く
、
A
に
は
入
れ
な
か
っ
た

も
の
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
高
山
寺
本
に
一
致
し
て
観
智
院
本
に
は
一
致
し
な
い
例
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
「
カ
、
ル
」
と
い
う

蓮
成
院
本
に
は
無
い
和
訓
が
、
「
イ
」
本
に
は
存
す
る
と
判
断
さ
れ
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
場
合
、
蓮
成
院
本
の
「
カ

＼
ル
」
は
「
イ
」
本
に
は
無
い
和
訓
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
「
カ
＼
ル
」
に
対
し
て
は
「
イ
売
」
等
そ
の
旨
を
注
す
る
「
イ
」

本
注
記
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
節
で
考
察
す
る
。

同
様
の
例
と
し
て
、



⑱
遽
㍑
帰

⑩
各
省
巨

（
悌
一
八
ウ
）

（
彿
三
二
オ
）

遽
ウ
カ
ル

鼻
。
ト
。
ト

（
四
十
三
ウ
）

（
六
十
ウ
）

（
悌
上
七
八
頁
）

（
備
中
二
四
貢
）

が
あ
る
（
⑩
は
「
ヲ
」
と
「
ウ
」
、
「
ス
（
爪
）
」
と
「
ル
」
と
の
誤
写
が
関
わ
り
、
⑩
は
片
仮
名
「
ニ
」
と
踊
字
「
〈
（
＼
＼
）
」
と
の
誤
写
が
関
わ
っ

て
い
よ
う
。
但
し
⑩
の
高
山
寺
本
は
「
コ
ト
コ
ト
」
と
あ
る
）
。
こ
の
他
、

⑳
身
、
ン
ハ
シ
シ
バ
く
ィ
（
彿
三
二
オ
）

鼻
、
ン
ハ
く
　
　
　
（
六
十
ウ
）

各
、
宍
〈
　
（
備
中
二
四
頁
）

は
、
「
シ
バ
ノ
＼
ィ
」
が
高
山
寺
本
に
も
観
智
院
本
に
も
一
致
す
る
と
共
に
、
蓮
成
院
本
の
「
シ
バ
シ
」
も
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
の
「
シ
バ

（22）

〈
」
　
に
該
当
す
る
と
見
ら
れ
る
例
で
あ
る
（
踊
字
「
く
」
と
片
仮
名
「
シ
」
と
の
誤
写
が
関
わ
っ
て
い
よ
う
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
蓮
成
院
本
に
無
い
和
訓
を
「
イ
」
と
し
て
掲
げ
る
例
を
検
討
し
た
結
果
か
ら
も
、
武
市
真
弘
氏
が
上
掲
②
等
の
例
に
つ

い
て
指
摘
さ
れ
た
如
く
、
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

尤
も
、
⑯
の
如
く
、
高
山
寺
本
と
一
致
し
な
い
例
も
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
僅
か
で
は
あ
る
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
例
は
、
元
々
「
イ
」

本
注
記
も
「
テ
コ
フ
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、
「
イ
」
本
注
記
自
体
の
転
写
の
過
程
で
「
ケ
コ
フ
」
に
誤
写
さ
れ
た
可
能
怪
も
考
え
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
武
市
民
が
、
「
イ
」
本
は
現
存
高
山
寺
本
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
再
検
討
の
必
要
が
あ
ろ
う
。

蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
全
施
例
の
内
、
高
山
寺
本
に
一
致
し
な
い
も
の
は
、
⑯
を
含
め
全
部
で
3
0
例
存
す
る
。
そ
の
内
の
一
部
を
掲

げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
（
⑳
以
外
は
観
智
院
本
に
も
不
一
致
で
あ
る
）
。

⑳
権
力
劫
デ
ナ
シ

（
彿
一
ウ
）

糞
力
タ
グ
ナ
シ

イ

（
四
オ
）

偉
力
先
ナ
ン

（
彿
上
三
頁
）

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
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⑳
還
…
…
午
サ
ず

⑳
速
等
智

⑳
観
膿
ウ
ル
ハ
シ

⑳
瑠
筋

⑳
醜
幣
媒
酌
瑠
琴

⑰
嗜
谷
画
壇

⑳
ガ
綾

⑳
傭
嘉
楯
す

右
に
掲
げ
た
例
は
、
い
ず
れ
も
、

い
る
も
の
で
あ
り
、
必
然
的
に
こ
の

（
悌
六
ウ
）

（
彿
†
○
オ
）

（
彿
二
六
ウ
）

（
彿
四
〇
オ
）

（
備
三
七
オ
）

（
悌
三
五
ウ
）

（
彿
二
オ
）

（
彿
二
ウ
）

土
居
サ
丁
弓

，

〃

ハ

「

透
す
て
ヲ
ハ
レ

廟
膿
を
ン

国
普
及

醜
貰
ノ
ノ
′
酢
瑠

考
幻
ノ
一
′
俗

u

　

ロ

人
人
「
予
．

偵
盈
寓
亨
…
・

（
二
十
七
ウ
）

（
三
十
一
オ
）

（
五
十
二
ウ
）

（
六
十
八
ウ
）

（
六
十
五
オ
）

（
六
十
三
ウ
）

（
四
ウ
）

（
四
ウ
）

杜
逐
サ
丁
ヲ

逢
す
マ
ラ
ハ
レ

婿
攻
ウ
ル
ハ
シ

囁
熔
。
．
へ

二
四
〇

（
備
上
五
〇
頁
）

（
備
上
五
八
貢
）

（
備
中
九
頁
）

（
備
中
四
〇
貢
）

醜
略
翠
一
′
醗
麻
鮮
三
三
貢
）

埼
谷
均
谷

本
ハ
∴
∵

伸
谷
傾
空
迫
…
…

（
備
中
三
〇
頁
）

（
彿
上
五
頁
）

（
悌
上
六
頁
）

蓮
成
院
本
の
記
載
が
高
山
寺
本
に
一
致
し
て
い
な
が
ら
、

そ
れ
に
対
し
て
「
イ
」
本
注
記
が
施
さ
れ
て

（23）

「
イ
」
本
注
記
は
高
山
寺
本
に
一
致
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
例
は
、
元
々
高
山
寺
本
に
一

致
し
て
い
た
「
イ
」
本
注
記
が
、
「
イ
」
本
注
記
自
体
の
転
写
の
過
程
で
変
容
し
て
不
一
致
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
考
え
に
く
い
。

こ
の
よ
う
な
例
の
存
在
か
ら
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
が
、
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
は
あ
っ
て
も
、
現
存
の
高
山
寺
本
そ
の
も
の
で
は
な



い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

た
だ
、
高
山
寺
本
と
の
不
一
致
例
に
は
、
標
出
字
を
始
め
と
す
る
字
体
の
相
違
を
注
す
る
例
が
多
く
を
占
め
て
お
り
（
⑳
～
⑳
は
こ
の
例
に

な
る
）
、
こ
の
事
に
は
、
一
般
に
字
体
が
転
写
の
過
程
で
比
較
的
変
容
し
易
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
に
は
、
⑳
～
⑳

の
如
き
例
の
他
に
、

⑳
働
蒙
…
・
・
…

⑪
』
酎
肇
孟
夏

′

4

日

一

・

：

．

；

：

（
備
二
ウ
）

倉
ハ
泉
質

ィ．：：．：．

（
五
オ
）

倉
ハ
来
診
床

A

川

P

…

…

…

（
彿
上
六
頁
）

（
彿
四
ウ
）

旬
切
瑠
孟
例
免
友
：
…
：
　
（
七
オ
）

イ

筍
礪
嘉
‰
　
（
彿
上
三
頁
）

ィ
．
：
．
：
；
：
．

の
よ
う
に
、
観
智
院
本
に
比
べ
れ
ば
、
高
山
寺
本
の
字
体
に
近
い
と
い
う
例
も
少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
に
つ
い
て
は
、
「
イ
」
本
注
記

（24）

自
体
の
転
写
の
過
程
に
お
け
る
字
体
の
変
容
が
関
わ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
字
体
の
相
違
を
注
す
る
例
に
比
べ
て
、

和
訓
や
注
文
の
有
無
や
字
句
の
相
違
を
注
す
る
「
イ
」
本
注
記
の
方
が
、
高
山
寺
本
と
の
一
致
度
が
高
い
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
が
、
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
が
再
確
認
さ
れ
、
し
か
し
、
そ
の

本
が
、
現
存
の
高
山
寺
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

三
、
蓬
成
院
本
類
賢
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
の
性
格

前
節
の
比
較
検
討
に
よ
り
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
が
、
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
明
白
と

な
っ
た
。
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
の
性
格
と
し
て
、
こ
の
事
が
第
一
に
掲
げ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
節
で
は
こ
れ
を
前
提
と
し

た
上
で
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
の
性
格
の
問
題
と
し
て
、
更
に
、
Ⅲ
「
イ
」
本
注
記
の
施
注
態
度
、
畑
「
イ
」
本
と
現
存
高
山
寺
本

と
の
相
違
点
、
畑
「
イ
」
本
注
記
の
施
注
時
期
、
㈲
悌
帖
以
外
の
帖
に
お
け
る
「
イ
」
本
注
記
、
の
四
点
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
い
た
い
。

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
一
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二
四
二

こ
れ
ら
の
諸
点
は
、
達
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
の
活
用
に
際
し
て
、
特
に
問
題
に
な
っ
て
来
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、

先
に
も
述
べ
た
如
く
、
蓮
成
院
本
僧
帖
の
「
又
・
支
・
受
」
部
の
本
文
は
、
高
山
寺
本
系
の
本
文
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
と
「
イ
」
本
注
記

と
の
関
連
も
考
え
得
る
。
そ
こ
で
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
㈲
蓮
成
院
本
僧
帖
「
又
・
支
・
受
」
部
の
高
山
寺
本
系
本
文
と
「
イ
」
本
注
記
と

の
関
係
、
と
し
て
考
察
を
行
う
。
な
お
、
以
上
の
内
田
～
畑
は
、
主
に
前
節
の
比
較
と
そ
の
用
例
を
基
に
考
察
す
る
。

m
　
「
イ
」
本
注
記
の
施
注
態
度

「
イ
」
本
注
記
の
施
注
態
度
と
し
て
、
こ
こ
で
特
に
問
題
に
し
た
い
の
は
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
あ
る
こ
と

は
対
応
箇
所
の
比
較
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
「
イ
」
本
注
記
が
「
イ
」
本
と
の
相
違
点
の
総
て
を
注
し
た
も
の
で
あ
る

の
か
、
そ
う
で
は
な
い
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
但
し
こ
こ
で
障
擬
と
な
る
の
は
、
蓮
成
院
本
所
用
の
「
イ
」
本
そ
の
も
の
と
の
比
較
が
で

き
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
間
題
の
正
確
な
解
明
は
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
今
は
、
「
イ
」
本
に
極
め
て
近
い
本
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
現
存
高
山
寺
本
と
の
比
較
を
も
っ
て
、
知
り
得
る
点
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

蓮
成
院
本
と
「
イ
」
本
と
の
相
違
点
を
総
て
注
し
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
否
と
な
る
。
そ
の
端
的
な
例
は
、

和
音
注
に
対
す
る
「
イ
」
本
注
記
で
あ
る
。
上
述
の
如
く
、
和
音
注
に
対
す
る
「
イ
」
本
注
記
は
、
和
音
注
自
体
が
多
重
に
存
す
る
に
も
拘

ら
ず
、
例
は
極
め
て
少
い
。
し
か
し
、
そ
の
「
イ
」
本
注
記
の
例
が
い
ず
れ
も
高
山
寺
本
独
特
の
和
音
注
の
状
況
と
ま
さ
し
く
一
致
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
蓮
成
院
本
所
用
の
「
イ
」
本
の
こ
れ
以
外
の
和
音
注
が
、
蓮
成
院
本
と
同
形
の
「
禾
…
」
「
禾
÷
⊥
で
あ
っ
た
と
は
ま
ず
考

ぇ
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
か
ら
、
和
音
注
に
お
け
る
蓮
成
院
本
と
「
イ
」
本
と
の
相
違
は
、
総
て
注
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
殆
ど
注
せ

ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

で
は
、
和
音
注
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
「
イ
」
本
と
の
相
違
が
注
せ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
、

上
掲
④
⑤
⑥
の
3
例
の
内
、
先
ず
④
に
つ
い
て
、
そ
の
前
後
の
和
音
注
を
列
挙
し
た
上
で
考
察
し
て
み
る
（
声
点
は
省
略
す
る
）
。



傭僧呂
′

4

－住
◎
佳位倍以

〔
蓮
成
院
本
〕

ハ
　
マ
マ
　
H

禾
」
復
ツ

禾
エ
ソ
ウ

和
立
リ
ヨ
又
口

禾
」
地
ユ

又
音
イ
　
又
音
イ

禾

ク

エ

。

ケ

イ

禾
ヰ

禾
エ
ハ
イ

禾
イ

（
彿
一
オ
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

（
一
ウ
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

（
二
オ
）

彿僧呂
′
1

住佳位倍以

〔
高
山
寺
本
〕

（
音
呂
）
又
某
ヨ

又
音
口

又
音
地
ユ

又
音
ク
エ
又
音
ケ
イ

音
ヰ

又
音
ハ
イ

三
オ

〃三
ウ

〃〃〃
四
オ

四
ウ

〔
観
智
院
本
〕

悌
　
和
音
部
ツ

僧
　
和
音
ソ
ウ

侶
　
禾
立
リ
ヨ
又
ロ

、
ユ
ー

住
　
禾
翌
日

佳
　
禾
ク
ヱ
　
ケ
イ

低
　
禾
ヰ

倍
　
禾
ハ
イ
へ

以
　
禾
イ

（
彿
上
一
頁
）

（
二
貢
）

（

　

〃

　

）

（
三
貢
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

（
　
〃
　
）

（
四
頁
）

右
は
、
三
本
の
備
上
帖
の
冒
頭
の
和
音
注
を
、
始
め
か
ら
8
例
ほ
ど
掲
げ
た
も
の
で
、
こ
の
中
5
例
日
に
、
蓮
成
院
本
に
お
い
て
　
「
イ
」

本
注
記
が
現
れ
る
。
こ
こ
で
蓮
成
院
本
の
和
音
注
を
眺
め
る
と
、
最
初
の
「
彿
」
か
ら
4
例
日
の
「
住
」
ま
で
は
い
ず
れ
も
「
禾
ユ
」
又
は

「
和
立
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、
「
音
」
　
の
省
文
〓
」
「
立
」
を
含
ん
で
い
る
の
に
対
し
て
、
5
例
日
の
「
佳
禾
ク
ヱ
　
ケ
イ
」
で
は
そ
れ

が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
以
下
「
位
」
「
以
」
の
和
音
性
に
お
い
て
も
「
」
」
「
立
」
は
見
ら
れ
な
い
が
、
「
佳
」
の
例
は
こ
れ
ら
の
初
出
と
な
る
。

こ
こ
で
予
想
さ
れ
る
の
は
、
「
佳
」
　
の
「
禾
ク
ヱ
　
ケ
イ
」
が
音
注
の
一
種
で
あ
る
こ
と
の
理
解
の
た
め
の
参
照
と
し
て
、
「
イ
」
本
の
「
又

音
」
が
特
に
注
せ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
位
」
以
下
の
同
様
例
は
、
こ
れ
に
倣
う
も
の
と
し
て
注
せ
ら
れ

な
か
っ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
に
は
、
本
文
の
理
解
を
助
け
る
機
能
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

で
は
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
⑤
の
「
音
イ
」
の
例
は
、
④
か
ら
離
れ
た
所
で
ど
う
も
て
再
び
注
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

に
つ
い
て
は
今
一
つ
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
や
は
り
、
前
後
の
「
直
禾
地
キ
」
「
存
禾
ソ
ン
」
「
右
禾
ウ
」
「
古
禾
コ
」
　
（
以
上
悌
二
〇
ウ
）
等
に
比
べ
て
、

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
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「
左
禾
サ
」
が
和
訓
（
ワ
ザ
）
と
紛
れ
易
い
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

⑥
の
「
イ
元
」
の
例
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
右
掲
の
彿
上
帖
冒
頭
の
「
悌
」
「
僧
」
「
以
」
の
例
か
ら
も
判
る
通
り
、
高
山

寺
本
で
和
音
注
が
削
除
さ
れ
て
い
る
も
の
は
「
暴
」
以
外
に
も
多
く
あ
り
、
し
か
も
「
暴
」
の
和
音
注
は
そ
の
最
初
の
例
で
も
な
い
。
従
っ

て
、
単
に
「
イ
」
本
に
こ
れ
が
無
か
っ
た
た
め
に
「
イ
元
」
と
注
せ
ら
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
達
成
院

本
に
お
い
て
こ
の
和
音
注
が
「
禾
小
年
」
と
表
記
さ
れ
て
い
て
、
三
文
宇
目
が
片
仮
名
「
オ
」
で
は
な
く
「
物
」
の
省
文
「
年
」
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
点
で
あ
る
（
他
の
「
オ
」
「
年
」
の
字
体
を
検
ず
る
に
や
は
り
「
オ
」
で
は
な
く
「
年
」
で
あ
る
）
。
加
え
て
、
二
文
字
目
の
片
仮
名

「
小
」
（
ホ
）
は
、
正
し
い
表
記
な
が
ら
漢
字
「
小
」
と
極
似
し
た
字
体
で
あ
り
、
「
禾
」
に
し
て
も
「
和
」
の
省
文
と
も
片
仮
名
と
も
見
得
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
恐
ら
く
は
「
禾
中
年
」
な
る
注
文
の
意
味
が
理
解
さ
れ
ず
、
果
し
て
「
イ
」
本
に
は
こ
の
よ
う
な
奇
妙
な
注
文
は

存
し
な
い
と
し
て
、
注
意
喚
起
や
参
考
の
た
め
に
注
せ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
尤
も
「
イ
」
本
に
こ
の
注
文
が
存
し
な
か

っ
た
の
は
、
無
論
奇
妙
な
注
文
で
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
高
山
寺
本
系
の
特
徴
と
し
て
和
音
注
が
削
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
和
音
注
に
つ
い
て
は
、
寧
ろ
「
イ
」
本
注
記
が
施
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
こ
れ
は
、
和
音
注
が
、

「
禾
÷
：
」
「
禾
…
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
「
イ
」
本
で
は
ほ
ぼ
規
則
的
に
「
音
…
」
「
又
音
…
」
と
な
っ
て
い
る
か
登
載
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
に
、
一
々
は
注
せ
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
右
は
飽
く
ま
で
も
和
音
注
に
限
っ
た
状
況
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
注
文
や
和
訓
、
標
出
字
に
対
す
る
「
イ
」
本
注
記
の
場
合

は
、
そ
の
用
例
数
か
ら
考
え
て
、
和
音
注
よ
り
は
多
分
に
良
く
注
せ
ら
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
よ
う
。
た
だ
そ
れ
で
も
、
総
て
の
相
違
点
が
注

せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
蓮
成
院
本
に
無
く
て
高
山
寺
本
に
有
る
和
訓
に
つ
い
て
も
、

〔
蓮
成
院
本
〕

⑳
迂
寝
癖
薄
幸
1
着
垂
オ
）

〔
高
山
寺
本
〕

迂
夢
7
人
イ
ト
マ
　
イ
フ
コ
ト

コ
ト
、
老
ソ
暑
7
ク
ツ
ス
　
（
二
十
六
オ
）

ハ
ツ
ス
　
ヨ
ハ
つ
′



⑳
醇
翳
が
材
ク

⑭
噴
鋳
叛

（
彿
一
七
ウ
）

（
悌
三
七
オ
）

巧
紺
禰
オ
ク

貴
周
囲
…
詔
考
左

口
炉
に
廿
け
桝

（
四
十
ウ
）

（
六
十
五
オ
）

の
如
く
（
傍
線
筆
者
）
蓮
成
院
本
に
注
せ
ら
れ
て
い
な
い
例
が
多
く
存
し
、
こ
ち
ら
の
方
が
、
蓮
成
院
本
に
「
イ
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
も
の

5
1
例
（
⑧
～
⑳
等
）
に
比
べ
る
と
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
る
（
例
え
ば
前
節
で
比
較
対
象
と
し
た
丁
数
の
約
2
4
％
に
当
る
「
口
」
部
の
み
に
限
っ

て
も
4
7
例
に
上
る
）
。
こ
れ
ら
に
は
、
蓮
成
院
本
所
用
の
「
イ
」
本
と
現
存
高
山
寺
本
と
の
差
異
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
少
く
と
も
総
て
が
そ
う
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
「
イ
」
本
の
和
訓
が
掲
げ
ら
れ
る
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
に
、

何
ら
か
の
判
断
規
準
が
存
し
た
の
か
否
か
な
ど
に
つ
い
て
は
、
以
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

ま
た
、
「
イ
」
本
注
記
の
中
で
も
、
「
イ
」
本
に
存
し
な
い
標
出
字
、
和
訓
、
注
文
を
「
イ
元
」
等
と
注
す
る
こ
と
は
、
更
に
少
い
よ
う
で

（25）
あ
る
（
前
節
で
比
較
対
象
と
し
た
範
囲
で
は
⑥
を
含
め
1
7
例
）
。
蓮
成
院
本
に
存
し
て
高
山
寺
本
に
存
し
な
い
記
事
自
体
が
多
く
な
い
が
、
そ
の
中

で
も
「
イ
元
」
と
注
せ
ら
れ
る
も
の
は
一
部
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
事
は
、
例
え
ば
⑰
⑱
⑩
⑳
に
お
い
て
、
「
イ
」
本
に
該
当
す
る
和
訓

が
無
い
と
判
断
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
⑰
「
寺
カ
キ
ル
」
、
⑱
頭
オ
カ
ス
」
、
⑩
「
毎
コ
ト
ニ
」
、
⑳
「
毎
シ
バ
シ
」
や
、
注
（
2
0
）
の
用
例
中
の
「
暖

ア
タ
、
カ
ナ
リ
」
に
、
「
イ
元
」
と
注
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
予
想
さ
れ
る
。
一
方
、
「
イ
元
」
と
注
せ
ら
れ
て
い
′
る
諸
例
を
観
る
と
、
そ

の
総
て
で
は
な
い
に
し
て
も
、

⑮
輿
等
互
　
　
（
悌
一
六
ウ
）

⑳
哲
理
輿
猛
　
（
彿
三
五
オ
）

毅
賂
（
「
亨
L
笠
　
（
三
十
九
ウ
）

牽
理
路

（
六
十
三
オ
）

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て

毅
（
「
写
し
官
）
　
（
併
上
七
二
貢
）

牽
矢
理
ノ
ム
谷
　
（
備
中
二
九
頁
）

二
四
五



鎌

倉

時

代

語

研

究

⑧
苧
翠
イ
ナ
じ
マ
鮮
ウ
）
す
車
イ
ナ
与
P
喜

準
…
；
響

二
四
六

イ
ナ
こ
て
ウ
久

（
悌
上
五
七
頁
）

（26）

の
よ
う
に
、
⑳
の
「
ム
キ
テ
」
な
る
意
義
不
明
の
和
訓
、
⑳
の
「
囁
・
癌
」
に
対
し
て
「
ワ
ム
」
な
る
奇
妙
な
和
訓
や
、
⑰
の
「
遜
」
字
の

重
出
例
な
ど
、
疑
問
視
さ
れ
る
記
載
に
注
せ
ら
れ
る
例
が
目
に
つ
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
⑥
の
和
音
注
に
対
す
る
「
イ
元
」
の

例
と
し
て
相
通
じ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
⑩
⑱
⑩
⑳
、
注
（
2
0
）
の
右
の
和
訓
に
「
イ
元
」
と
注
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
概
ね
納

得
さ
れ
よ
う
（
但
し
⑱
の
「
速
」
は
何
字
か
未
詳
）
。

「
イ
」
本
注
記
の
施
注
態
度
を
考
え
る
上
で
、
も
う
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
、
標
出
字
の
字
体
の
相
違
を
注
す
る
も
の
で
あ
る
。
字
体
に
つ

い
て
は
、
上
述
の
如
く
、
転
写
の
過
程
に
お
け
る
変
容
が
比
較
的
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
現
蓮
成
院
本
と
現
高
山
寺
本
と
の
標
出
字
を
比

較
し
て
も
、
そ
の
字
体
に
対
す
る
施
注
態
度
に
つ
い
て
、
あ
ま
り
信
頼
性
の
あ
る
検
討
結
果
は
期
待
で
き
ま
い
。
た
だ
、
蓮
成
院
本
を
概
観

す
る
に
、
標
出
字
の
字
体
の
相
違
を
注
す
る
「
イ
」
本
注
記
は
、
概
し
て
彿
帖
の
初
め
辺
り
に
多
く
出
現
し
て
、
次
第
に
少
く
な
っ
て
行
く

（27）

傾
向
が
看
取
さ
れ
る
（
併
帖
六
丁
辺
り
ま
で
に
多
い
。
但
し
四
丁
と
五
丁
と
の
間
に
は
十
六
丁
分
の
欠
落
が
あ
る
）
。
蓮
成
院
本
と
高
山
寺
本
と
の
標

出
字
の
字
体
の
相
違
が
後
に
行
く
ほ
ど
少
く
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
恐
ら
く
は
、
次
第
に
施
注
が
丹
念
で
は
な
く
な
っ
て
行
っ
た

と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
こ
れ
に
は
、
単
な
る
丹
念
さ
の
問
題
で
は
な
く
、
標
出
字
の
字
体
の
相
違
自
体
が
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ

な
か
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
も
関
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、
「
イ
」
本
注
記
の
幾
つ
か
を
取
上
げ
て
、
そ
の
施
注
態
度
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
以
外
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
も
更
に
検

討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
の
考
察
に
よ
り
、
必
ず
し
も
総
て
の
相
違
点
を
注
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
判
り
、
一
部
に
つ
い
て
は

そ
の
施
注
の
理
由
も
或
る
程
度
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

拗
　
「
イ
」
本
と
現
存
高
山
寺
本
と
の
相
違
点



高
山
寺
本
と
同
系
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
蓮
成
院
本
所
用
の
「
イ
」
本
と
、
現
存
高
山
寺
本
と
の
間
に
お
け
る
相
違
点
は
、
現
状
で
確

認
で
き
る
も
の
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
即
ち
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
の
内
の
高
山
寺
本
に
一
致
し
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
第

二
節
に
お
い
て
こ
の
例
の
少
い
こ
と
を
述
べ
、
そ
れ
が
即
ち
、
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
る

訳
で
あ
る
が
、
⑳
～
⑳
等
の
不
一
致
例
が
少
数
な
が
ら
も
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
「
イ
」
本
と
現
存
高
山
寺
本
と
が
全
同
で
は
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
不
一
致
例
（
全
3
0
例
）
を
観
る
と
、
第
二
節
で
も
述
べ
た
如
く
、
標
出
字
や
注
文
中
の
文
字
の
字
体
の
相
違
を
注
す
る
も
の
の
比
率
が

高
い
（
⑳
～
⑪
等
2
2
例
）
。
こ
の
事
に
は
、
転
写
の
過
程
に
お
け
る
字
体
の
変
容
が
関
わ
っ
て
い
よ
う
こ
と
も
、
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
の
不
一
致
例
は
比
較
的
少
い
（
8
例
）
が
、
こ
れ
を
一
覧
す
る
と
、
⑳
⑳
⑳
の
和
訓
の
例
は
い
ず
れ
も
高
山
寺
本
の
記
載
の
方
が

イ

正
当
で
あ
り
、
こ
の
他
、
「
イ
」
本
「
遜
シ
タ
㌣
」
（
「
カ
」
に
対
す
る
左
傍
線
と
「
イ
」
は
「
イ
元
」
の
意
）
（
悌
九
ウ
）
、
高
山
寺
本
「
遜
シ
タ
カ
フ
」
ワ
イ

（
三
十
一
ウ
）
（
観
智
院
本
も
同
）
の
例
も
、
一
概
に
は
断
言
で
き
な
い
な
が
ら
高
山
寺
本
の
方
が
正
当
と
見
ら
れ
る
。
「
イ
」
本
「
答
ワ
サ
ト
ィ
」

（
悌
四
八
ウ
）
、
高
山
寺
本
「
答
ワ
サ
ハ
ヒ
」
（
七
十
八
オ
）
の
例
も
、
歴
史
的
仮
名
遣
の
点
で
は
高
山
寺
本
の
方
が
正
当
で
あ
る
。
⑭
む
、
高
山
寺

本
が
正
当
と
見
て
差
支
え
な
い
。
た
だ
⑳
の
み
は
「
曙
」
が
何
字
か
未
詳
の
た
め
判
定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
以
外
は
総
て
高
山
寺
本
の
方
が

（
空
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鼻
イ

正
当
で
あ
る
。
ま
た
、
字
体
の
相
違
の
例
（
⑳
～
⑪
等
）
の
中
に
お
い
て
も
、
⑳
や
、
「
イ
」
本
「
呼
…
四
谷
順
字
」
（
悌
四
六
オ
）
、
高
山
寺
本
「
呼

…
四
俗
又
新
字
」
（
七
十
五
ウ
）
　
の
例
は
、
高
山
寺
本
の
方
が
正
当
と
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
右
の
限
ら
れ
た
用
例
で
観
る
限
り
は
、
現
存
高
山
寺
本
よ
り
も
「
イ
」
本
の
方
が
、
誤
写
が
多
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

（29）

る
。
恐
ら
く
、
「
イ
」
本
は
、
現
存
高
山
寺
本
よ
り
も
後
の
写
本
な
の
で
あ
ろ
う
。

畑
　
「
イ
」
本
注
記
の
施
注
時
期

こ
こ
で
は
、
蓮
成
院
本
に
お
け
る
「
イ
」
本
注
記
が
、
現
蓮
成
院
本
に
お
い
て
初
め
て
書
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
或
い
は
、
も

っ
と
前
の
写
本
に
お
い
て
書
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
が
、
蓮
成
院
本
の
原
本
文
と
共
に
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
七
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の
み
言
及
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
に
つ
い
．
て
は
、
蓮
成
院
本
に
無
い
記
事
が
「
イ
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
場
合
の
、
掲
出
の
さ
れ
方
を
観
れ
ば
、
容
易
に
察
し
が
つ
く
。

和
訓
の
場
合
を
例
に
採
れ
ば
、
蓮
成
院
本
の
原
本
文
に
対
し
て
「
イ
」
と
し
て
別
の
和
訓
を
書
込
む
際
に
は
、
行
間
等
の
隙
間
に
小
さ
く
詰

込
ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
に
も
拘
ら
ず
、
殆
ど
の
例
が
、

〔
蓮
成
院
本
〕

⑳
媛
賃
容
が
施
”
戸
ル
告
㌢
（
悌
八
ウ
）

⑳
一

⊥
垂
ヒ
ト
ッ
叫
ト
ソ
老
ハ
ラ
ト
毛
シ

キ
ハ
ム
す
じ
サ
シ
　
ト
毛

じ
ト
4
／
じ
サ
ヲ
　
首
式

（
悌
一
七
オ
）

〔
高
山
寺
本
〕

悪
弊
レ
圭
緒
言
九
ウ
）

5
掴
招
鍔
は
絹
範
鮮

（
四
十
オ
）

の
如
く
　
（
⑳
は
⑮
と
同
一
の
例
）
、
双
行
書
（
或
い
は
三
行
書
）
　
の
本
行
中
に
組
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
元
々
、

埋
新
郷
絡
ソ

壷
ヒ
ト
訝
ヲ
主
シ

キ
ハ
ム
ナ
じ
サ
シ
ト
そ

こ
ト
タ
こ
サ
ヲ
古
式

な
ど
と
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
和
訓
以
外
の
記
事
の
場
合
も
、
概
し
て
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
「
イ
」

本
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
和
訓
等
の
記
事
も
、
何
度
か
の
転
写
を
経
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

な
お
、
「
イ
」
本
の
和
訓
が
、
こ
の
よ
う
に
原
本
文
の
和
訓
と
対
等
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
「
イ
」
本
注
記
が
、
「
イ
」
本



と
断
っ
た
上
で
の
一
種
の
和
訓
の
増
補
（
和
訓
以
外
の
注
文
を
も
含
め
て
考
え
れ
ば
記
事
の
増
補
）
と
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。右
に
対
し
て
、
対
応
す
る
記
事
に
お
け
る
文
字
の
相
違
等
を
注
す
る
「
イ
」
本
注
記
の
場
合
は
、
そ
の
注
記
の
趣
旨
か
ら
、
原
本
文
の
記

事
に
傍
書
さ
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
次
の
例
は
、
「
イ
」
本
注
記
が
転
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
良
く
物
語
る
も
の
で

あ
る
。⑳
咽
鞄
鵬
委
嘱
沓
　
　
（
彿
三
五
オ
）

境
域
　
　
　
（
六
十
三
ウ
）

元
々
注
文
の
最
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
音
注
「
去
論
求
隕
反
」
が
、
「
イ
」
本
注
記
の
「
題
イ
」
を
避
け
る
よ
う
に
記
さ
れ
て
お

り
、
恐
ら
く
は
転
写
の
過
程
で
こ
の
よ
う
な
形
態
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
は
、
そ
れ
自
体
蓮
成
院
本
の
原
本
文
と
共
に
転
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

特
に
字
体
の
相
違
を
注
す
る
「
イ
」
本
注
記
の
中
に
は
、
こ
の
転
写
の
問
に
「
イ
」
本
注
記
そ
の
も
の
の
字
体
が
多
少
変
容
し
て
し
ま
っ
た

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
は
、
先
に
も
述
べ
た
所
で
あ
る
。

㈱
　
悌
帖
以
外
の
帖
に
お
け
る
「
イ
」
本
注
記

前
節
に
お
け
る
比
較
検
討
で
は
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
の
中
で
も
、
高
山
寺
本
と
重
な
り
合
う
備
帖
の
み
を
対
象
と
し
た
が
、
蓮

成
院
本
に
は
そ
れ
以
外
の
法
帖
、
僧
帖
に
も
「
イ
」
本
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
備
帖
以
外
の
帖
に
お
け
る
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い

て
は
高
山
寺
本
と
の
比
較
が
行
え
な
い
が
、
や
は
り
備
帖
の
場
合
と
同
じ
高
山
寺
本
系
の
本
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
て
差
支
え
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
和
音
注
の
例
な
ど
、
そ
の
事
を
積
極
的
に
示
す
「
イ
」
本
注
記
の
例
が
あ
れ
ば
更
に
良
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
点
に
つ
い
て
触
れ

て
お
く
。
先
ず
、
冒
頭
の
「
水
」
部
か
ら
「
言
」
部
の
途
中
ま
で
の
み
を
残
す
法
帖
に
お
い
て
は
、
残
存
部
分
の
少
な
さ
も
あ
っ
て
か
、
「
イ
」
本
が

達
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

高
山
寺
本
と
同
系
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
示
す
よ
う
な
例
は
、
残
念
な
が
ら
見
出
さ
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
僧
帖
に
は
、
和
音
注
に
つ
い
て
の
「
イ
」
本
注
記
が
、
次
の
2
例
の
み
見
出
さ
れ
る
（
い
ず
れ
も
「
僧
上
」
帖
の
例
で
あ
る
）
。

〔
蓮
成
院
本
〕

㊨
券
舗
顎
イ
　
（
僧
≡
ウ
）

⑳
観
関
　
（
僧
三
六
オ
）

〔
観
智
院
本
〕

券
巌
野
木
化
ノ
　
（
僧
上
八
二
貢
）

鋭
鹿
妻
絹
〃
　
（
僧
上
二
四
頁
）

蓮
成
院
本
に
「
イ
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
又
」
化
ン
」
「
又
÷
フ
フ
」
は
、
観
智
院
本
と
の
対
比
か
ら
和
音
注
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
し
か

も
、
高
山
寺
本
の
特
徴
で
あ
る
「
又
エ
」
（
又
音
）
の
形
式
で
あ
る
。
第
二
節
の
④
⑤
⑥
が
蓮
成
院
本
の
和
音
注
に
対
し
て
「
イ
」
本
と
の
相

違
が
注
せ
ら
れ
た
例
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
蓮
成
院
本
に
無
い
和
音
注
を
「
イ
」
本
か
ら
取
入
れ
た
例
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に

せ
よ
、
そ
の
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
蓮
成
院
本
の
全
帖
の
「
イ
」
本
注
記
が
、

同
一
の
本
（
高
山
寺
本
系
の
本
）
　
に
拠
っ
て
い
る
と
考
え
て
、
ま
ず
間
違
い
は
あ
る
ま
い
。

な
お
、
右
の
僧
帖
に
お
け
る
「
イ
」
本
の
和
音
注
が
高
山
寺
本
系
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
に
し
て
も
、
2
例
と
も
「
音
」
字
に

つ
い
て
省
文
「
」
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
、
こ
の
点
は
、
現
存
高
山
寺
本
（
「
僻
上
」
帖
の
み
）
や
上
掲
の
彿
帖
に
お
け
る
「
イ
」

本
の
和
音
注
（
④
⑤
）
　
と
異
な
っ
て
い
る
。
高
山
寺
本
で
は
、
現
存
本
「
悌
上
」
帖
を
観
る
限
り
、
こ
の
「
音
」
を
始
め
「
反
」
「
俗
」
等
に

（30）

つ
い
て
は
、
徹
底
し
て
省
文
を
用
い
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
も
他
の
改
編
本
諸
本
と
比
べ
て
高
山
寺
本
の
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ
る
。
右
は
そ
れ

に
反
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
㈲
で
述
べ
る
。

㈲
　
蓮
成
院
本
僧
帖
「
又
・
支
・
受
」
部
の
高
山
寺
本
系
本
文
と
「
イ
」
本
注
記
と
の
関
係

蓮
成
院
本
の
僧
帖
の
「
又
」
「
支
」
「
受
」
の
連
続
す
る
三
部
首
（
僧
六
四
ウ
～
七
二
ウ
）
　
の
本
文
は
、
他
の
部
分
の
本
文
と
は
素
姓
が
異
な



（31）

り
、
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
や
は
り
和
音
注
の
形
態
等
か
ら
判
明
す
る
（
但
し
「
又
」
部
冒
頭
の
六
十
四
丁
裏
は
除

く
）
。
こ
れ
は
、
達
成
院
本
の
本
文
の
欠
け
て
い
た
部
分
が
、
高
山
寺
本
系
の
本
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
部
分
に
は
、

上
述
の
如
く
「
イ
」
本
注
記
が
全
く
存
し
な
い
（
「
又
」
部
冒
頭
の
六
十
四
丁
裏
に
は
存
す
る
）
。
こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
次
の
三
つ
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。

㈹
　
高
山
寺
本
系
の
本
に
よ
っ
て
「
イ
」
本
注
記
が
施
さ
れ
た
後
、
別
の
時
期
に
、
高
山
寺
本
系
の
本
に
よ
っ
て
右
の
部
分
が
補
わ
れ
た

た
め
、
こ
の
部
分
に
は
「
イ
」
本
注
記
が
存
し
な
い
。

回
　
高
山
寺
本
系
の
本
に
よ
っ
て
右
の
部
分
が
補
わ
れ
た
後
、
別
の
時
期
に
「
イ
」
本
注
記
が
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
「
イ
」
本
も
高
山
寺

本
系
で
あ
る
た
め
こ
の
部
分
に
は
「
イ
」
本
と
の
相
違
点
が
無
く
、
結
果
的
に
「
イ
」
本
注
記
が
施
さ
れ
な
か
っ
た
。

困
　
高
山
寺
本
系
の
本
に
よ
っ
て
右
の
部
分
が
補
わ
れ
た
際
、
同
じ
本
に
よ
っ
て
「
イ
」
本
注
記
も
施
さ
れ
た
。

右
の
三
者
に
つ
い
て
は
、
こ
の
高
山
寺
本
系
の
本
文
が
い
つ
補
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
部
分
は
六
十
五
丁
表
に

始
ま
り
七
十
二
丁
裏
に
終
る
の
で
、
こ
の
部
分
の
み
後
か
ら
補
っ
た
と
し
て
も
矛
盾
は
し
な
い
が
、
先
に
鎖
国
守
国
神
社
に
お
い
て
原
本
調

査
を
行
っ
た
所
で
は
（
昭
和
六
十
年
五
月
）
、
他
の
部
分
と
料
紙
、
筆
跡
と
も
同
一
で
あ
っ
て
、
現
蓮
成
院
本
に
お
い
て
後
か
ら
補
わ
れ
た
よ
う

な
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
現
存
す
る
「
借
上
」
「
法
上
」
「
僧
上
」
「
僧
下
」
の
各
帖
に
つ
い
て
、
各
部
首
冒
頭
の
書
式
を
検
ず
る
に
、
夫
々

の
帖
毎
に
異
な
っ
て
い
る
（
そ
の
理
由
は
未
詳
で
あ
る
）
が
、
各
帖
の
内
部
で
は
統
一
性
が
あ
り
二
僧
上
」
帖
で
は
、
部
首
毎
に
改
頁
を
行
い
、

（32）

各
部
首
初
掲
の
標
出
字
は
一
段
下
げ
て
書
始
め
る
形
式
と
な
っ
て
い
る
。
「
又
・
支
・
受
」
部
は
こ
の
「
僧
上
」
帖
に
属
し
て
い
て
そ
の
冒

頭
が
注
意
さ
れ
る
が
「
支
」
部
、
「
受
」
部
と
も
右
の
「
僧
上
」
帖
の
書
式
に
則
っ
て
い
る
（
「
又
」
部
冒
頭
は
高
山
寺
本
系
の
本
文
に
は
な
っ
て

い
な
い
の
で
右
の
書
式
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
）
。
確
証
は
な
い
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
現
蓮
成
院
本
に
至
る
以
前
の
早
い
時
期
か
ら
高

山
寺
本
系
の
本
文
が
組
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
イ
」
本
注
記
も
、
上
述
の
如
く
現
蓮
成
院
本
に
至
る
以
前
に

施
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
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二

し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
の
段
階
で
は
先
の
三
者
の
内
の
い
ず
れ
が
事
実
で
あ
る
の
か
を
判
断
す
る
確
た
る
材
料
は
、
残
念
な
が
ら
見

出
さ
れ
な
い
。
た
だ
、
別
系
の
本
に
よ
っ
て
本
文
が
補
わ
れ
る
際
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
そ
の
本
と
の
相
違
点
が
注
せ
ら
れ
た

り
、
不
足
し
て
い
る
和
訓
等
の
記
事
が
書
込
ま
れ
た
り
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
い
に
考
え
得
る
こ
と
で
あ
り
、
再
の
可
能
性
を
重
視
し
た
い

所
で
あ
る
。
な
お
今
後
の
検
討
に
倹
ち
た
い
。

な
お
、
㈲
に
お
い
て
述
べ
た
、
僧
帖
の
「
イ
」
本
の
和
音
注
に
省
文
の
「
こ
（
音
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
高
山
寺

本
系
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
「
又
・
支
・
き
部
（
「
又
」
部
冒
頭
一
貫
を
除
く
）
に
も
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
和
音
注
を
観
る
と
、
「
敏

又
音
ミ
ン
又
ヒ
ン
」
（
僧
六
六
オ
）
や
「
赦
音
レ
ム
」
（
僧
六
七
オ
）
の
如
く
「
音
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
例
が
多
い
な
が
ら
も
、
「
交
」
ケ
ウ
」
「
丈
」
チ
ヤ

ウ
」
（
共
に
僧
六
五
ウ
）
「
段
又
」
（
撃
」
（
僧
七
一
オ
、
観
智
院
本
「
禾
堕
ン
」
）
の
如
く
省
文
「
」
」
を
用
い
る
例
も
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
和

音
注
以
外
の
注
文
に
お
い
て
も
「
史
上
使
」
「
吏
理
致
又
」
（
共
に
僧
六
五
オ
）
等
、
省
文
の
「
〓
「
又
」
を
艮
く
用
い
て
い
る
。
「
イ
」
本
注
記
と

（33）

こ
れ
ら
の
事
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
高
山
寺
本
に
お
い
て
も
、
僧
帖
で
は
省
文
が
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
判
る
。

以
上
、
m
「
イ
」
本
注
記
の
施
注
態
度
以
下
、
五
つ
の
点
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
ま
だ
不
十
分
な
点
が
多
々
あ
る
が
、
右
に
お
い
て

判
明
し
た
点
や
考
え
ら
れ
た
点
は
、
「
イ
」
本
注
記
を
活
用
す
る
上
で
の
参
考
や
注
意
点
と
な
ろ
う
。

四
、
結
び
に
代
え
て
　
ー
　
蓮
成
院
本
類
賢
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
の
活
用
　
－

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
が
、
高
山
寺
本
と
同
系
の
本
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
具
体
的
に
明
ら

か
に
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。
尤
も
、
こ
の
「
イ
」
本
注
記
は
、
前
節
で
考
察
し
た
如
く
、
達
成
院
本
と
「
イ
」
本
と
の
相
違
の
総
て
を
注
し

て
は
い
な
い
点
な
ど
、
こ
れ
を
、
高
山
寺
本
の
現
存
し
な
い
部
分
の
本
文
を
知
る
た
め
の
資
料
と
し
て
活
用
す
る
と
な
れ
ば
、
多
く
の
制
約

が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
「
イ
」
本
注
記
自
体
に
つ
い
て
は
、
高
山
寺
本
に
は
そ
の
注
記
通
り
に
あ
た
っ
た
と
観
て
ほ
ぼ
良
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
そ
れ
を
踏
え
た
活
用
の
仕
方
は
可
能
で
あ
る
。
今
の
時
点
に
お
い
て
は
、
こ
の
「
イ
」
本
注
記
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
重



要
な
問
題
が
解
明
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
は
な
い
が
、
今
後
、
改
編
本
類
衆
名
義
抄
諸
本
の
比
較
研
究
等
に
お
い
て
種
々
に
関
わ
り

が
出
て
来
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
前
節
㈲
に
お
い
て
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
か
ら
、
高
山
寺
本
の
僧
帖
に
お
い
て
は
、
現

存
の
帖
「
悌
上
」
と
は
異
な
っ
て
省
文
が
用
い
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
こ
と
も
、
「
イ
」
本
注
記
の
一
つ
の
援
用
例
と
言
い

得
る
。
こ
れ
ま
で
の
所
、
右
以
外
に
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
を
活
用
し
た
（
或
い
は
援
用
し
た
と
言
う
べ
き
か
）
和
訓
に
関
す
る
考
察
を

二
件
行
っ
て
い
る
。
以
下
そ
れ
を
述
べ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
本
稿
の
結
び
に
代
え
た
い
。

そ
の
一
つ
は
僧
帖
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
達
成
院
本
の
僧
帖
に
は
、
原
本
文
に
無
い
和
訓
を
「
イ
」
と
し
て
掲
げ
る
例
が
傭
帖
以
上

に
多
く
存
し
（
捕
例
を
数
え
た
）
、
こ
れ
を
観
智
院
本
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
殆
ど
に
つ
い
て
、
観
智
院
本
に
も
そ
れ
に
該
当
す
る
和
訓
が
存
す

る
。
こ
れ
は
、
第
二
節
に
お
け
る
検
討
結
果
と
同
様
で
あ
り
、
高
山
寺
本
の
和
訓
が
ほ
ぼ
観
智
院
本
に
含
ま
れ
る
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と

の
反
映
と
考
え
ら
れ
る
（
注
（
2
1
）
を
参
照
）
。
た
だ
、
1
0
例
の
み
は
観
智
院
本
に
該
当
の
和
訓
が
見
ら
れ
ず
、
こ
の
内
次
の
4
例
（
標
出
字
は
3

種
）
は
、
観
智
院
本
に
そ
の
標
出
字
自
体
が
存
し
な
い
と
い
う
特
異
な
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
虫
部
の
例
で
あ
る
。

⑳
竣
痺
翠
⑭
野
澤
小
ナ
⑮
璃
均
撃
カ
フ
　
（
以
上
僧
一
。
四
ウ
）

観
智
院
本
の
虫
部
に
は
、
標
出
字
の
排
列
順
序
に
手
が
加
え
ら
れ
た
跡
が
見
え
（
そ
の
た
め
却
っ
て
標
出
字
の
排
列
に
不
備
が
生
じ
て
い
る
点

も
認
め
ら
れ
る
）
、
そ
れ
に
関
係
し
て
か
、
達
成
院
本
と
比
較
す
る
と
、
蓮
成
院
本
僧
帖
の
一
〇
四
丁
表
一
行
目
「
庭
蜃
娠
」
か
ら
一
〇
四
丁
裏

四
行
目
「
娩
」
ま
で
（
但
し
一
〇
四
丁
表
二
行
目
「
晴
例
…
蛸
正
」
は
除
く
）
が
、
観
智
院
本
に
は
掲
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
欠
落
し
て
い
る
（
観
智

院
本
で
は
僧
下
二
九
頁
の
「
城
頗
鮎
」
と
「
虻
蛙
賭
亡
完
五
谷
…
」
と
の
間
に
該
当
す
る
）
。
右
の
⑳
⑭
⑳
は
、
こ
の
欠
落
部
分
に
当
る
。
こ
の
欠
落

部
分
に
は
、
「
蜃
」
「
睨
」
「
融
」
「
嬬
」
等
、
一
般
に
良
く
使
用
さ
れ
る
字
も
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
観
智
院
本
に
登
載
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
部
分
は
、
転
写
か
排
列
の
改
変
の
際
に
誤
脱
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
欠

落
部
分
に
つ
い
て
、
右
掲
の
如
く
蓮
成
院
本
に
「
イ
」
本
注
記
が
存
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
が
高
山
寺
本
に
も
存
し
て
い
た
こ
と
が
推

蓮
成
院
本
頬
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四

定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蓮
成
院
本
の
み
な
ら
ず
高
山
寺
本
に
も
こ
の
部
分
が
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
観
智
院
本
に

も
本
来
は
こ
の
部
分
が
存
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

類
衆
名
義
抄
の
改
編
本
の
利
用
に
当
っ
て
は
、
唯
一
全
帖
を
有
す
る
観
智
院
本
が
用
い
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
右
述
の
欠
落
部
分

に
つ
い
て
は
蓮
成
院
本
に
よ
っ
て
補
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
右
の
4
例
の
「
イ
」
本
の
和
訓
も
、
高
山
寺
本
に
存
し
た
も
の
と
し

て
用
い
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
上
述
の
僧
帖
に
お
け
る
観
智
院
本
と
高
山
寺
本
と
の
和
訓
の
包
含
関
係
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
ら
4
例

の
和
訓
は
、
観
智
院
本
に
お
い
て
も
こ
の
欠
落
部
分
に
存
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

も
う
一
つ
は
法
帖
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
達
成
院
本
の
法
帖
は
、
初
め
の
水
部
、
～
部
、
言
部
の
中
途
ま
で
の
み
し
か
現
存
し
て
い

な
い
た
め
、
原
本
文
に
無
い
和
訓
を
「
イ
」
と
し
て
掲
げ
る
も
の
は
、
2
7
例
し
か
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
、
彿
帖
や
僧

帖
に
お
け
る
観
智
院
本
と
高
山
寺
本
と
の
和
訓
の
包
含
関
係
か
ら
考
え
る
と
、
高
山
寺
本
に
存
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
れ
ら
2
7
例
の

「
イ
」
本
の
和
訓
は
、
総
て
或
い
は
殆
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
該
当
す
る
和
訓
が
観
智
院
本
に
存
す
る
こ
と
が
予
想
さ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実

際
に
は
、
こ
の
2
7
例
の
内
の
1
0
例
は
、

〔
蓮
成
院
本
〕

薄
霧
＝

（
法
〓
オ
）

動
を
所
知
久
泉
飲

有
力
で
コ
対
す
コ

ノ
ブ
．
ゥ
7

（
法
二
三
ウ
）

∴
∵
十
。
一
・

（
法
二
四
オ
）

〔
観
智
院
本
〕

申
レ
リ
オ
木
ア
メ
タ
マ
ル
カ
々
′
7
ク

普
ノ
・
ノ
与

J
‖
－
エ
列
寒
風
、

一
汐
測
立

上
糸
入
鹿
押

（
法
上
二
〇
頁
）

（
法
上
四
四
頁
）

（
法
上
四
五
頁
）



の
如
く
、
観
智
院
本
に
該
当
の
和
訓
が
存
し
な
い
。
全
体
の
用
例
数
が
少
い
た
め
明
確
な
こ
と
は
言
い
難
い
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
帖
の

少
く
と
も
水
部
な
ど
初
め
の
部
分
に
お
い
て
は
、
高
山
寺
本
に
存
し
て
観
智
院
本
に
存
し
な
い
和
訓
が
比
較
的
多
く
あ
り
、
観
智
院
本
と
高

山
寺
本
と
の
和
訓
の
包
含
関
係
が
、
他
の
帖
の
、
観
智
院
本
に
高
山
寺
本
が
ほ
ぼ
含
ま
れ
る
と
い
う
関
係
と
は
、
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。

因
み
に
、
こ
の
水
部
に
お
い
て
は
、
観
智
院
本
と
達
成
院
本
と
の
和
訓
の
包
含
関
係
に
つ
い
て
も
、
観
智
院
本
に
蓮
成
院
本
が
包
含
さ
れ

る
と
い
う
原
則
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
事
は
、
蓮
成
院
本
の
水
部
の
末
尾
に
、
観
智
院
本
に
存
し
な
い
標
出
字
が
和
訓
を
伴
っ
て
、
約

（34）

三
行
分
に
亘
っ
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
。
こ
の
よ
う
に
、
法
帖
の
少
く
と
も
初
め
の
水
部
辺
り
で
は
、
三
本
の
和
訓
を
始
め

と
す
る
本
文
の
包
含
関
係
が
、
他
の
部
分
と
は
多
少
な
り
と
も
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

な
お
、
岡
田
希
雄
氏
が
、
蓮
成
院
本
が
観
智
院
本
よ
り
も
後
出
で
あ
る
こ
と
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
観
智
院
本
に
は
見
え

な
い
が
、
蓮
成
院
本
に
は
見
え
て
居
る
注
文
」
5
7
例
（
標
出
字
の
数
に
よ
る
。
こ
の
内
和
訓
を
含
む
も
の
は
3
4
例
）
は
、
「
イ
と
標
し
て
あ
る
も
の
」

（35）

は
「
取
ら
な
か
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
内
、
法
帖
の
「
柿
ア
メ
サ
カ
リ
ニ
フ
ル
」
「
沙
玉
云
所
加
反
泉
散
、
石
ス
ナ
コ
マ
ナ
コ
」
「
例
サ
ム
シ
」
（
「
渕
」
は

「
劉
」
が
正
当
）
は
、
右
掲
⑯
㊨
⑱
の
「
イ
」
本
の
例
で
あ
り
、
実
は
蓮
成
院
本
の
原
本
文
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
た
和
訓
で
は
な
い
こ
と
が

判
る
。
同
様
に
「
扮
ナ
リ
テ
」
「
×
（
謂
酢
蛸
琵
）
サ
キ
ナ
ム
」
も
、
実
際
の
蓮
成
院
本
に
よ
れ
ば
、
「
扮
ナ
㌢
」
（
法
一
五
オ
）
、
「
蒸
サ
㌢
ム
」
（
法

二
五
ウ
）
如
く
「
イ
」
本
の
例
で
あ
り
、
「
潮
ウ
ナ
ツ
シ
ホ
」
（
「
ウ
」
は
マ
マ
）
も
、
実
際
の
蓮
成
院
本
で
は
「
潮
ミ
ナ
㌶
」
（
法
一
三
オ
〓
「
シ
ホ
」

（36）

は
観
智
院
本
に
も
あ
り
）
　
と
あ
っ
て
、
「
イ
」
本
の
和
訓
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
二
件
の
考
察
は
、
「
イ
」
本
注
記
の
活
用
と
言
っ
て
も
僅
か
に
援
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
蓮
成
院
本
の
「
イ
」
本
注

記
の
素
姓
や
性
格
を
知
っ
た
上
で
岡
本
を
用
い
る
こ
と
は
重
要
と
思
わ
れ
る
。
蓮
成
院
本
に
は
僧
帖
の
大
部
分
が
現
存
し
て
い
て
「
イ
」
本

注
記
も
豊
富
で
あ
り
、
ノ
今
後
、
類
衆
名
義
抄
の
和
訓
研
究
等
に
お
い
て
、
特
に
こ
の
僧
帖
に
お
け
る
「
イ
」
本
注
記
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
期
待
さ
れ
る
。

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て



（1）

（2）（3）（4）

（5）（6）（7）

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
譜
　
研
　
究

注
蓮
成
院
本
に
は
近
世
の
転
写
本
も
知
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
原
本
と
考
え
ら
れ
る
鎌
倉
後
期
書
写
の
鎮
国
守
国
神
社
蔵
本
を
用
い

る
。
蓮
成
院
本
は
、
彿
上
・
悌
下
・
法
上
・
法
下
・
僧
上
・
僧
下
の
六
分
冊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
。
（
渡
連
繋
「
票
緊
類
衆
名
義
抄
に
つ

い
て
」
『
諦
諸
国
文
学
論
集
』
昭
聖
3
、
尾
崎
知
光
『
順
欝
讐
賓
類
衆
名
義
抄
』
解
説
、
昭
胡
7
7
、
昭
6
1
・
1
）
、
彿
上
（
一
部
欠
）
、
法
上

（
冒
頭
水
郭
か
ら
言
部
途
中
ま
で
存
）
、
僧
上
（
一
部
欠
）
、
僧
下
（
＝
都
欠
）
が
現
存
し
、
現
状
は
僧
上
・
下
が
二
階
に
二
活
さ
れ
て
全
三
帖
と
な

っ
て
い
る
。
以
下
多
く
こ
の
三
帖
を
単
に
彿
帖
、
法
帖
、
僧
帖
と
称
す
る
。
な
お
テ
キ
ス
ト
に
は
、
勉
誠
社
刊
『
欄
鯛
的
讐
賓
類
衆
名
義
抄
』
写
真

複
製
本
を
用
い
る
。

『
類
衆
名
義
抄
の
研
究
』
（
昭
望
6
）
第
二
篇
第
四
章
「
蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
致
」
。
当
時
の
資
料
の
制
約
か
ら
、
こ
の
比
較
は
、
伴
信
友
校

本
（
文
化
年
間
に
観
智
院
本
転
写
本
に
西
念
寺
本
、
蓮
成
院
本
転
写
本
と
の
校
合
を
書
入
れ
た
も
の
）
の
更
に
写
し
に
拠
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
問

題
点
も
少
な
く
な
い
。

注
（
2
）
著
書
第
二
幕
第
一
章
「
高
山
寺
本
類
衆
名
義
抄
致
」
、
同
第
三
章
「
西
念
寺
本
類
衆
名
義
抄
致
」
。

『
古
辞
書
の
研
究
』
（
昭
3
0
・
1
1
、
昭
6
1
・
2
増
訂
）
。

注
（
1
）
論
考
。

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
三
賓
類
字
集
』
解
題
（
昭
4
6
・
1
1
）
。

「
改
編
本
禁
名
義
抄
諸
本
に
見
ら
れ
る
合
点
の
考
察
－
成
立
論
へ
の
手
が
か
。
ー
」
（
愛
知
県
立
惟
信
高
等
学
校
研
究
紀
要
五
、
昭
聖
3
）
、
「
改
編

本
系
類
衆
名
義
抄
諸
本
の
成
立
事
情
－
撃
に
か
か
わ
る
開
票
の
考
察
－
」
云
同
前
紀
要
七
、
昭
Ⅲ
∵
3
）
、
「
『
類
衆
名
義
抄
』
－
署
院
本
と
蓮
成
院
本
と
－
の

「
雑
」
部
の
比
較
対
照
（
下
）
」
（
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論
集
第
十
三
号
第
二
部
、
昭
5
7
・
2
）
。

「
改
編
本
系
名
義
抄
相
互
の
関
係
－
琶
字
・
和
訓
の
面
か
ら
の
妄
察
－
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
六
十
八
韓
、
昭
訂
・
5
）
。

「
改
編
本
類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
増
補
に
つ
い
て
－
撃
訓
を
対
象
と
し
て
－
」
（
国
語
学
第
百
四
十
四
集
、
昭
牢

3）。「
蓮
成
院
本
頬
衆
名
義
抄
の
成
立
に
つ
い
て
－
異
質
な
本
文
を
有
す
る
部
分
の
存
在
と
そ
の
索
姓
－
」
（
本
誌
第
八
韓
、
昭
6
0
・
5
）
。



（
1
1
）
　
「
三
宝
類
字
集
の
和
訓
の
傍
書
に
つ
い
て
」
（
宇
部
短
期
大
学
学
術
報
告
第
建
ち
、
昭
甲
1
）
。
「
三
宝
類
字
集
」
は
高
山
寺
本
類
衆
名
義
抄
の
正

式
名
。
高
山
寺
本
の
和
訓
の
傍
書
に
つ
い
て
整
理
検
討
さ
れ
た
う
え
、
蓮
成
院
本
の
和
訓
の
傍
書
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
2
　
「
類
衆
名
義
抄
和
訓
の
傍
書
の
分
類
－
訂
・
補
等
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
－
」
（
宇
部
国
文
研
究
第
十
四
号
、
昭
5
8
・
3
）
。

（
1
3
）
　
注
（
1
0
）
拙
稿
。

（
望
　
高
山
寺
本
に
は
近
世
の
転
写
本
も
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
本
で
あ
る
鎌
倉
初
期
書
写
の
天
理
図
書
館
蔵
本
を
用
い
る
。
以
下
、
高
山
寺
本
或
い
は

現
存
高
山
寺
本
と
称
す
る
場
合
は
、
こ
の
天
理
図
書
館
蔵
本
を
指
す
。
高
山
寺
本
は
、
彿
上
（
備
賛
類
字
集
巻
上
）
・
悌
下
・
法
上
・
法
下
・
僧
上
・

僧
下
の
六
分
冊
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
分
冊
の
仕
方
は
蓮
成
院
本
と
は
異
な
る
（
渡
連
宴
『
三
賛
類
字
集
』
解
題
、
昭
4
6
・
1
1
）
。
こ
の
内
、
悌

上
の
一
帖
の
み
が
現
存
す
る
。
な
お
テ
キ
ス
ト
に
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
三
賓
類
字
集
』
写
真
複
製
本
を
用
い
る
。

（
竺
　
観
智
院
本
（
鎌
倉
中
後
期
頃
書
写
）
は
類
衆
名
義
抄
唯
一
の
完
本
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
彿
上
・
備
中
・
彿
下
・
法
上
・
法
中
・
法
下
・
僧
上
・

僧
中
・
僧
下
の
九
分
冊
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
は
、
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
『
類
衆
名
義
抄
観
智
院
本
』
写
真
複
製
本
を
用
い
る
。
但
し
、
用
例
の
所

在
は
便
宜
的
に
風
間
書
房
版
の
貢
数
に
よ
る
。

（
捕
）
＋
西
念
寺
本
は
、
現
存
部
分
が
僅
か
で
あ
る
上
に
近
世
の
写
本
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
観
智
院
本
に
近
い
本
で
あ
る
の
で
、
今
回
は
用
い
な

か
っ
た
。

（
望
　
高
山
寺
本
の
悌
上
（
入
部
～
田
部
）
は
、
ほ
ぼ
蓮
成
院
本
の
悌
上
（
入
部
～
肉
部
）
、
観
智
院
本
の
悌
上
・
備
中
（
同
前
）
に
当
る
が
、
分
冊
法

の
相
違
か
ら
肉
部
は
含
ま
れ
な
い
。
な
お
、
蓮
成
院
本
は
入
部
中
途
以
下
、
イ
1
部
、
足
部
中
途
ま
で
の
十
六
丁
分
を
欠
く
（
尾
崎
知
光
、
注
（
1
）
解

説
に
詳
し
い
）
。

（
建
）
＋
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漠
字
音
に
就
て
の
研
究
』
（
昭
5
7
・
3
）
一
七
七
～
二
二
六
貢
。

（
1
9
）
　
岡
田
希
雄
、
注
（
3
）
前
者
論
考
。
但
し
、
岡
田
氏
は
、
当
時
ま
だ
原
撰
本
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
高
山
寺
本
の
和
音
注
の
形
態

を
観
智
院
本
よ
り
も
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

（
2
0
）
　
対
応
す
る
記
事
を
誤
認
し
た
と
見
ら
れ
る
「
イ
」
本
注
記
と
し
て
は
、
他
に
次
の
よ
う
な
例
も
存
す
る
。

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
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唆
巌
挽
膠
㌦
讐
喜

晩
顆
雛

（
悌
六
四
ウ
）

路
摘
班
貯（九
十
五
ウ
）

唆
帽
書
脅
　
（
九
十
五
ウ
）

二
五
八

箆
は
鰯
聖
即
急

（
備
中
九
一
頁
）

唆
顆
㌍
ヌ
葺
（
備
中
九
一
頁
）

「
暖
」
に
対
応
す
る
項
を
「
唆
」
と
勘
違
い
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
こ
れ
は
、
蓮
成
院
本
の
和
訓
が
高
山
寺
本
の
和
訓
に
ほ
ぼ
包
含
さ
れ
、
高
山
寺
本
の
和
訓
は
観
智
院
本
の
和
訓
に
ほ
ぼ
包
含
さ
れ
る
と
い
う
関
係

に
な
っ
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
（
尤
も
大
部
分
の
和
訓
は
三
本
に
共
通
す
る
）
。
こ
の
三
本
の
和
訓
の
包
含
関
係
は
、
犬
飼
守
薫
注
（
7
）
論
考
、

草
川
昇
注
（
8
）
論
考
、
注
（
9
）
拙
稿
に
お
け
る
検
討
結
果
か
ら
考
え
ら
れ
て
来
る
。
ま
た
、
独
自
に
観
智
院
本
と
高
山
寺
本
と
の
和
訓
の
数
量
的
比

較
を
丁
数
の
多
い
　
「
人
」
部
と
「
口
」
部
で
行
っ
た
と
こ
ろ
で
も
、

○
観
智
院
本
、
高
山
寺
本
の
南
本
に
共
通
す
る
和
訓
…
2
5
2
2
例

○
観
智
院
本
の
み
に
存
す
る
和
訓
…
通
例

○
高
山
寺
本
の
み
に
存
す
る
和
訓
…
4
3
例

と
い
う
、
概
ね
右
述
に
沿
っ
た
結
果
が
得
ら
れ
た
。

（
2
2
）
　
⑩
と
⑳
と
は
同
一
の
標
出
字
の
例
で
あ
り
、
蓮
成
院
本
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
は
夫
々
、

シ
ハ
シ
ツ
ネ
一
／
っ
ト
ノ
′
シ
バ
つ
／
＼
㍉
4

ヲ
ノ
、
々
／
封
ト
ー
′
＼
ム
サ
ホ
ル

（
彿
三
二
オ
）

、
ン
ハ
く
　
ツ
ネ
′
ノ

つ
ト
コ
ト
．

オ
ノ
＼
ク
．
Å
サ
ホ
ル

（
六
十
ウ
）

シ
ハ
ノ
く
1
ツ
ネ
ノ
　
ブ
し
ト
ノ
′

ヲ
ノ
＼
ク
　
ム
サ
水
ル
（
備
中
二
四
頁
）

と
あ
る
。



（
型
　
⑭
は
、
「
イ
元
」
の
指
す
範
囲
が
判
然
と
せ
ず
、
T
」
（
前
の
標
出
字
「
祈
」
を
指
す
）
に
附
さ
れ
た
も
の
と
も
、
「
－
娘
ウ
ル
ハ
シ
」
全
体
を
指
し

て
い
る
と
も
見
得
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
高
山
寺
本
、
観
智
院
本
の
南
本
に
一
致
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。

（
別
）
　
標
出
字
の
字
体
の
相
違
を
注
す
る
「
イ
」
本
注
記
の
中
に
は
、

勉
射
　
　
（
傭
三
ウ
）

輝
哉

（
六
オ
）

幻
畢
ノ
或

イ

（
彿
上
九
貢
）

の
よ
う
に
、
「
イ
」
本
注
記
の
字
体
と
蓮
成
院
本
の
字
体
と
の
違
い
が
殆
ど
判
ら
な
い
例
も
存
し
、
こ
れ
ら
に
は
、
蓮
成
院
本
や
「
イ
」
本
注
記
自

体
の
転
写
の
過
程
に
お
け
る
字
体
の
変
容
が
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
竺
　
例
え
ば
⑳
も
「
イ
元
」
と
あ
る
が
、
こ
の
例
は
対
応
す
る
記
事
中
の
文
字
の
相
違
を
注
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
「
イ
元
」
で
も
こ
の
よ
う
な
例

は
こ
こ
に
は
含
ま
れ
な
い
。

（
舗
）
‥
達
成
院
本
に
は
「
ム
ス
」
「
ワ
ム
」
の
二
訓
が
あ
り
、
高
山
寺
本
に
は
い
ず
れ
も
存
し
な
い
が
、
「
イ
元
」
は
「
ワ
ム
」
の
み
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。

「
ム
ス
」
は
こ
の
字
に
対
し
て
適
切
な
和
訓
で
あ
る
。
観
智
院
本
に
は
「
頗
」
に
「
ノ
ム
」
が
あ
り
、
「
ワ
ム
」
は
「
ノ
ム
」
の
誤
写
と
考
え
ら
れ

る
。

（
2
7
）
　
注
（
空
を
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
起
）

（
竺
　
⑯
も
「
イ
」
本
が
高
山
寺
本
と
〓
敦
し
な
い
例
と
な
る
が
、
こ
の
例
は
対
応
す
る
記
事
に
お
け
る
相
違
点
を
注
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
－
弱

ケ
コ
フ
」
自
体
を
「
イ
」
本
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
上
述
の
如
く
こ
の
「
イ
」
本
注
記
自
体
の
転
写
の
過
程
に
お
け
る
誤
写
の
可
能
性
も
高

い
の
で
、
除
外
し
て
考
え
た
。

（
至
　
高
山
寺
本
に
は
、
近
世
の
写
本
、
所
謂
伴
信
友
本
（
京
都
大
学
蔵
）
が
存
す
る
が
、
天
理
図
書
館
蔵
本
の
忠
実
な
転
写
本
で
あ
り
、
同
じ
く
「
備

上
」
帖
し
か
存
し
な
い
（
渡
連
賓
、
注
（
6
）
解
題
）
。
こ
れ
に
対
し
て
蓬
成
院
本
の
「
イ
」
本
注
記
は
法
帖
、
僧
帖
に
も
施
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
「
イ
」

本
に
は
全
帖
が
揃
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
（
本
節
㈱
を
も
参
照
）
、
伴
信
友
本
に
は
直
接
に
は
関
係
し
な
い
。
た
だ
、
上
掲
⑫
の
如
き
例
も
存
す
る

こ
と
か
ら
、
現
存
高
山
寺
本
が
、
全
帖
を
有
し
て
い
た
時
に
転
写
さ
れ
た
本
で
あ
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

（
3
0
）
　
渡
連
宴
、
注
（
6
）
解
題
。

蓮
成
院
本
類
衆
名
義
抄
の
「
イ
」
本
注
記
に
つ
い
て
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（
3
1
）
　
注
（
1
0
）
拙
稿
。

（
3
2
）
　
「
悌
上
」
は
、
「
口
」
部
を
除
き
、
前
の
部
首
の
最
終
行
に
続
け
て
す
ぐ
そ
の
次
行
か
ら
書
始
め
、
初
掲
の
標
出
字
を
一
段
下
げ
る
。
「
法
上
」
は
、

前
の
部
首
の
貴
終
行
と
は
一
行
空
け
て
行
を
起
し
、
初
掲
の
標
出
字
を
一
段
下
げ
る
こ
と
は
し
な
い
。
「
僧
下
」
は
、
前
の
部
首
の
最
終
行
に
す
ぐ

続
け
る
場
合
、
一
行
空
け
る
場
合
、
二
行
空
け
る
場
合
が
あ
る
が
、
改
頁
を
す
る
原
則
は
無
く
、
初
掲
の
標
出
字
を
一
段
下
げ
る
こ
と
も
し
な
い
。

（
3
3
）
　
⑪
は
「
力
」
部
、
⑫
は
「
金
」
部
の
例
で
あ
り
、
高
山
寺
本
で
は
共
に
「
僧
上
」
帖
に
当
り
、
「
又
・
支
・
受
」
部
も
高
山
寺
本
で
は
「
僧
上
」

帖
に
当
る
。
従
っ
て
、
「
僧
上
」
「
僧
下
」
二
帖
の
内
少
く
と
も
「
僧
上
」
帖
で
は
、
省
文
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

（
3
4
）
　
渡
連
賓
、
注
（
1
）
論
考
三
九
二
二
二
九
三
貢
、
注
（
1
0
）
拙
稿
の
注
（
2
0
）
、
注
（
9
）
拙
稿
の
注
2
0
・
2
1
。

（
3
5
）
　
注
（
2
）
論
考
。

（
3
6
）
　
上
述
の
如
く
、
蓮
成
院
本
の
法
帖
の
「
イ
」
本
の
和
訓
の
内
、
観
智
院
本
に
存
し
な
い
も
の
は
⑳
～
⑳
等
1
0
例
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
大
半
が
、
岡

田
氏
の
示
さ
れ
た
「
観
智
院
本
に
は
見
え
な
い
が
、
蓮
成
院
本
に
は
見
え
て
居
る
注
文
」
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
氏
の

用
い
ら
れ
た
伴
信
友
校
本
の
写
し
に
問
題
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
蓮
成
院
本
の
系
統
を
判
断
す
る
根
拠
の
一
つ
に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

の
点
を
指
摘
し
て
お
く
。
な
お
、
こ
の
他
、
僧
帖
の
挙
例
の
中
に
も
「
イ
」
本
の
例
が
4
例
ほ
ど
（
内
一
例
は
反
切
、
他
は
和
訓
）
混
入
し
て
い
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
昭
和
六
十
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
秋
季
研
究
集
会
に
お
け
る
同
名
の
口
頭
発
表
を
基
に
、
そ
の
後
の
検
討
を
加
え
て
成
稿
し

た
も
の
で
あ
る
。
小
林
芳
規
先
生
に
は
終
始
暖
か
い
御
指
導
と
御
助
言
と
を
賜
わ
っ
た
。
記
し
て
深
謝
申
上
げ
る
。
ま
た
、
右
研
究
集
会
の
席
上
、

室
山
敏
昭
先
生
に
は
貴
重
な
御
意
見
を
頂
き
、
成
稿
に
当
っ
て
は
、
沼
本
克
明
先
生
に
多
く
の
御
助
言
を
賜
わ
っ
た
。
併
せ
て
御
礼
申
上
げ
る
。




